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　令和４年12月２日、第３回定例会を開催し、管理者の行政報告の後、承認１件、議案２件が
可決されました。

　行方不明者の捜索について
　10月30日に松前町江良地区で、松前警察署から高齢
の行方不明者が発生した旨の通報があり、警察機関を
はじめ松前町及び松前消防署などが捜索にあたり、捜
索開始後、間もなく松前町職員が行方不明者を無事発
見しました。
　発見された行方不明者に外見的な異常は見受けられ
ませんでしたが、念のため救急搬送しております。

☆承認第１号　専決処分した事件の承認（職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）
　�　令和４年11月21日の専決処分により、職員の給与に関する条例の一部改正をしました。
　�　改正の内容は、人事院勧告に基づく給与改定で勤勉手当の支給月数を0.1月引上げと
若年層の給料表改定であります。 

☆議案第１号　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　�　職員の給与に関する条例別表第６の等級別基準職務表「次長職」の等級について改正
しました。

☆議案第２号　令和４年度一般会計補正予算（第４号）
　　予算から2,077万5千円を追加し、総額を20億956万7千円としました。
　�　主な補正予算の内容は、給与改定に伴う人件費の追加及び衛生センター施設の燃料費
調整単価高騰に伴う電気料の追加であります。

渡島西部広域事務組合議会第３回定例会

行政報告をする鳴海管理者

行政報告

審議された議案内容

渡島西部広域事務組合議会第１回全員協議会

　第３回定例会終了後に第１回全員協議会が開催され、衛生センター施設整備計画（令和４年
度～令和８年度）と消防施設整備計画（令和４年度～令和８年度）の変更が承認されました。
　また、令和５年度に福島町が当組合衛生センターの敷地内に建設予定の「福島町有害鳥獣処
理施設」に伴う土地の賃貸借についての説明や福島町が建設する施設の概要などの経過報告が
ありました。

説明する丹羽センター長 説明する鍋谷消防長
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⑴　衛生センター施設整備計画の変更内容

⑵　消防施設整備計画の変更内容

年度 計画変更した主な事業
５ リサイクルプラザ　不燃・粗大ごみ破砕機電動機改修及びコンベア用減速機更新（新規）

６

汚泥再生処理センター　ＰＬＣ更新工事（操作パネル）（新規）
リサイクルプラザ　計装設備（ゲート開閉用駆動装置）更新（新規）
　　　　 〃 　　　　　計装設備（現場制御盤）更新その１（令和５年度から変更）
　　　　 〃 　　　　　無停電電源装置本体更新その１（令和５年度から変更）
　　　　 〃 　　　　　ダンプ車購入（令和５年度から変更）
最　 終　 処　 分　 場　制御盤内設備機器更新（新規）

７
汚泥再生処理センター　計装機器更新工事（新規）
リサイクルプラザ　計装設備（現場制御盤）更新その２（令和５年度から変更）
　　　　 〃 　　　　　無停電電源装置本体更新その２（令和５年度から変更）

８
汚泥再生処理センター　ＰＬＣ更新工事（焼却・資源化設備）（新規）
リサイクルプラザ　計装設備（中央操作室制御盤）更新（令和６年度から変更）
　　　　 〃 　　　　　磁選機・アルミ選別機更新（令和７年度から変更）

年度 計画変更した主な事業

５

松 前 消 防 署　災害対応用ドローン購入（新規）
福 島 消 防 署　災害対応用ドローン購入（新規）
知 内 消 防 署　庁舎発電機改修工事（新規）
　　 〃 　　　庁舎排水溝補修工事（令和４年度から変更）
　　 〃 　　　潜水士装備品購入（新規）
　　 〃 　　　空気ボンベ更新（新規）
　　 〃 　　　災害対応用ドローン購入（新規）
木古内消防署　災害対応用ドローン購入（新規）

６

松 前 消 防 署　非常用緊急通報受付指令装置更新（令和５年度から変更）
　　 〃 　　　耐震性貯水槽新設工事（令和５年度から変更）
　　 〃 　　　電動式油圧救助器具購入（令和５年度から変更）
福 島 消 防 署　指令車車庫設置工事（新規）
　　 〃 　　　高規格救急車更新（令和５年度から変更）
知 内 消 防 署　車両格納資材庫改修工事（令和５年度から変更）
　　 〃 　　　空気ボンベ更新（新規）

７ 松 前 消 防 署　防火衣更新（令和５年度から２年計画を３年計画の３年目に変更）
知 内 消 防 署　空気ボンベ更新（新規）

８

松 前 消 防 署　消火栓更新（新規）
松 前 消 防 団　小型動力ポンプ積載車更新（新規）
福 島 消 防 署　消火栓更新（新規）
知 内 消 防 署　広報車更新（新規）
　　 〃 　　　空気ボンベ更新（新規）
　　 〃 　　　消火栓更新（新規）
木古内消防署　高規格救急自動車更新（新規）
　　 〃 　　　空気呼吸器ボンベ更新（新規）
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◎令和５・６年度の競争入札参加資格審査（指名願）申請の受付について
　令和５・６年度に渡島西部広域事務組合が行う建設工事又は製造の請負、物品の購入、
印刷物の製造並びにその他の契約（物品の賃貸借、役務、業務委託等）の競争入札に係る
申請の受付を２月１日（水）より開始します。
　この手続きは、令和５・６年度に渡島西部広域事務組合が発注する建設工事又は製造の
請負、物品の購入等に係る競争入札に参加を希望する方について、あらかじめ資格の有無
を審査するものです。資格審査の結果、資格者になりますと令和５・６年度の競争入札参
加資格者名簿に登録されます。
　参加を希望される方は、当組合ホームページ（URL https://oshimaseibu.jp/）を参照
又は渡島西部広域事務組合事務局（℡0139－47－3511）へお問い合わせください。
※�資格を有することによって、自動的、継続的又は直ちに発注があるというわけではあり

ませんので、ご留意願います。
　また、令和３・４年度に登録されている方も申請が必要となります。

事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ

汚泥肥料「エコクリーンおしま」の配付について

ゴミをきちんと分別し、減量化に努めましょう

　衛生センターでは、し尿処理の工程で生じた汚泥から肥
料（１袋15キロ入）を生産しており、構成町（松前・福島・
知内・木古内）の町民を対象に無償提供しております。
　大変ご好評を頂いております汚泥肥料ですが、ここ数年、
春先の申込みが一番多いため、今年も殺到することが予想
されますので、お早めに申し込み下さい。
　なお、受領日や受領時期の指定はできませんので、ご理
解のほどをよろしくお願い致します。配付にあたり、あく
までも予約順にご連絡いたします。
　また、肥料の配付数量は、１世帯10袋までですので、よろしくお願いします。
　申込みは、衛生センターに直接、電話等で申込みください。（☎0139－47－2201）

　現在、構成町のゴミ処理担当課を中心に、ゴミの減量化について取り組んでいます。
　町民のみなさまには、有料のゴミ袋で処理手数料を負担して頂いておりますが、それで
もゴミ処理施設の運営費用等が不足するため、各町の税金から負担されている現状です。
　ゴミの減量化は、まず、ご家庭でゴミをきちんと分別することが基本です。
　さらに重さを減らすことで、少しですが処理費用が減ります。しかし、まとまると多額
の費用節減に繋がります。
　ポイントを下記のとおりまとめましたので、ぜひ実践されますようお願い致します。

エコクリーンおしま

衛生センターからのお知らせ衛生センターからのお知らせ衛生センターからのお知らせ

ゴ　ミ　の　種　類 ポ　　イ　　ン　　ト

１．燃やせるゴミ ①生ごみは水切りし、少しでも重さを減らしましょう。

２．その他プラスチック
②�容器を洗い、汚れを落としてください。汚れたままですと、買
取業者に引き渡しできません。

　（どうしても汚れが落ちないものは、燃やせるゴミに）

３．カン・ペットボトル・ビン
③�容器の中を水洗いして下さい。汚れたままだと、買取業者に引
き渡しできません。

４．燃えないゴミ
④�缶ビール等の空き缶は、中を水洗いして、カンの袋で出しましょ
う。安易に燃えないゴミで出さないようにしてください。

５．ダンボール・古紙・紙パック類 ⑤町内会の無料回収などを積極的に使ってください。

※在宅医療でのインスリン等注射器は、収集できません。
　受診元の医療機関や調剤薬局にお問い合わせのうえ、回収を受けてください。
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
令和４年度消防団員現地教育訓練

令和４年度四署消防総合訓練

松前消防署江良出張所新庁舎が完成しました

　令和４年10月16日に福島町福祉センターにおいて、令和４年度消防団員現地教育訓練が
実施されました。
　この訓練は、渡島西部４町の消防団員が集まり、火災活動に必要な知識及び技能を習得
することを目的とした訓練です。

　令和４年11月１日に松前町神明グラウンドにおいて、令和４年度四署消防総合訓練が実
施されました。
　この訓練は、多重交通事故が発生し多数のけが人が発生したことを想定し、組合内の消
防機関が救急・救助訓練を行い、災害発生時の統制ある部隊活動と状況に応じた対応や相
互の連携を確認し、各種活動の向上を図ることを目的とした訓練です。

　昨年６月から工事を進めていました「松前消防署江良出張所」がこのほど完成し、１月
23日から運用が開始されました。
　施設の構造については、事務所部分が木造で車庫部分が鉄筋コンクリート造の平屋建と
なっており、建築面積は379.52㎡であります。

訓　練　の　様　子

訓　練　の　様　子

松前消防署江良出張所事務所部分 松前消防署江良出張所車庫部分



6

　叙勲伝達式が12月５日に松前町役場、13日に木古内町役場にて行われ、各町長から受
章者に伝達されました。

第39回危険業務従事者叙勲で瑞宝双光章を受章しました第39回危険業務従事者叙勲で瑞宝双光章を受章しました

令和４年秋の叙勲で瑞宝単光章を受章しました令和４年秋の叙勲で瑞宝単光章を受章しました

第39回危険業務従事者叙勲で瑞宝双光章を受章しました第39回危険業務従事者叙勲で瑞宝双光章を受章しました

令和４年秋の叙勲で瑞宝単光章を受章しました令和４年秋の叙勲で瑞宝単光章を受章しました

　木崎氏は、昭和47年に松前消防署消防吏
員として拝命され、40年もの永きにわたり
在籍し、平成22年から松前消防署長として
他の職員の模範となるべく消防業務に尽力さ
れました。
　この度、その功績が称えられ、瑞宝双光章
を受章されました。

　畑中氏は、昭和41年に消防団員として拝
命され、消防団員として50年もの永きにわ
たり地域住民のため、木古内町の火災予防に
おいてご活躍され、木古内消防団分団長とし
て他の団員の模範となるべく消防団活動に尽
力されました。
　この度、その功績が称えられ、瑞宝単光章
を受章されました。

元松前消防署 署長　木崎　睦朗 氏

元木古内消防団 分団長　畑中　堅志郎 氏

受章者

受章者

石山松前町長と木崎氏

鈴木木古内町長と畑中氏
（瑞宝章とは）
日本の勲章の一つであり、公共的な職務の複雑度、困難度、
責任の程度などを評価し、職務を果たし成績を挙げた方に
対して授与される勲章です。

消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ

令和４年度 工事等の入札結果をお知らせします
（令和４年11月１日～令和５年１月31日）� （単位：円）

所属所名 工事（物品）名等 落 札 業 者 予定価格 契約金額 履行期限

松前消防署 江良出張所新築工事解体撤去工事 三協機械建設㈱ 14,267,000 12,760,000 令和 5.  3.24
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受章おめでとうございます
これからもよろしくお願いいたします

■消防庁長官表彰■
◎永年勤続功労章（令和４年３月２日受章）
松 前 消 防 団　　分 団 長� 川　合　勝　礼
知 内 消 防 団　　副 団 長� 城　地　秀　樹
木古内消防団　　副 団 長� 手　塚　昌　宏

■北海道消防定例表彰■
◎30年勤続章（令和４年11月21日受章）
松 前 消 防 団　　団　　員� 兼　平　　　聡
知 内 消 防 団　　分 団 長� 仁　尾　千　秋
知 内 消 防 団　　班　　長� 森　　　登志也
木古内消防団	　　副分団長� 中　村　史　人

◎20年勤続章（令和４年11月21日受章）
松 前 消 防 団　　団　　員� 佐　藤　真　人
福 島 消 防 団　　部　　長� 村　上　孝　史
知 内 消 防 団　　班　　長� 敦　賀　　　靖
知 内 消 防 団　　班　　長� 成　澤　正　喜

◎10年勤続章（令和４年11月21日受章）
松 前 消 防 団　　班　　長� 菊　池　圭　介
松 前 消 防 団　　班　　長� 鎌　田　　　啓
松 前 消 防 団　　班　　長� 吉　田　知　史
松 前 消 防 団　　団　　員� 石　戸　　　保
松 前 消 防 団　　団　　員� 松　谷　直　人
松 前 消 防 団　　団　　員� 吉　田　穣　二
松 前 消 防 団　　団　　員� 竹　　　隼　人
松 前 消 防 団　　団　　員� 堀　川　亨　一
松 前 消 防 団　　団　　員� 東　館　　　淳
松 前 消 防 団　　団　　員� 佐　藤　まゆみ
松 前 消 防 団　　団　　員� 伊　川　ふじ子
福 島 消 防 団　　団　　員� 山入端　利　英
知 内 消 防 団　　団　　員� 山　本　　　幸
木古内消防団　　団　　員� 船　尾　森　太

■日本消防協会長表彰■
◎30年勤続章（令和５年１月１日受章）
松 前 消 防 団　　副分団長� 石　山　昭　光
福 島 消 防 団　　副分団長� 柏　崎　進　一
福 島 消 防 団　　副分団長� 福　田　雅　俊
知 内 消 防 団　　分 団 長� 仁　尾　千　秋
知 内 消 防 団　　分 団 長� 帰　山　幸　雄
知 内 消 防 団　　班　　長� 森　　　登志也
木古内消防団　　部　　長� 西　山　秀　明

■北海道消防協会定例表彰■
◎特別功績章（令和５年１月１日受章）
松 前 消 防 団　　団　　長� 金　子　宏　之

◎功　績　章（令和５年１月１日受章）
福 島 消 防 団　　分 団 長� 澤　田　博　司
知 内 消 防 団　　分 団 長� 森　永　　　彰
木古内消防団　　副 団 長� 手　塚　昌　宏

◎30年勤続章（令和５年１月１日受章）
福 島 消 防 団　　副分団長� 柏　崎　進　一
福 島 消 防 団　　副分団長� 福　田　雅　俊
知 内 消 防 団　　分 団 長� 帰　山　幸　雄
知 内 消 防 団　　分 団 長� 仁　尾　千　秋
知 内 消 防 団　　班　　長� 森　　　登志也
木古内消防団　　副分団長� 中　村　史　人
木古内消防団　　部　　長� 西　山　秀　明

◎20年勤続章（令和５年１月１日受章）
松 前 消 防 団　　副分団長� 林　　　　　智
松 前 消 防 団　　班　　長� 阿　部　健　一
松 前 消 防 団　　班　　長� 中　村　弘　一
松 前 消 防 団　　団　　員� 平　沼　卓　也
福 島 消 防 団　　副分団長� 澤　田　大　将
福 島 消 防 団　　部　　長� 村　上　孝　史
福 島 消 防 団　　部　　長� 長谷川　　　功
知 内 消 防 団　　班　　長� 敦　賀　　　靖
知 内 消 防 団　　班　　長� 成　澤　正　喜
木古内消防団　　部　　長� 新井田　良　夫

◎10年勤続章（令和５年１月１日受章）
松 前 消 防 団　　団　　員� 小　平　和　広
松 前 消 防 団　　団　　員� 寺　本　雅　裕
松 前 消 防 団　　団　　員� 竹　　　隼　人
松 前 消 防 団　　団　　員� 佐　藤　隆　一
松 前 消 防 団　　団　　員� 佐　藤　まゆみ
松 前 消 防 団　　団　　員� 伊　川　ふじ子
福 島 消 防 団　　団　　員� 片　石　祐　斗
知 内 消 防 団　　団　　員� 笠　松　剛　久
知 内 消 防 団　　団　　員� 剱　地　敏　文
知 内 消 防 団　　団　　員� 村　田　大　樹
木古内消防団　　班　　長� 石　川　　　充

■北海道消防協会渡島地方支部長表彰■
◎功労表彰（令和５年１月１日受章）
松 前 消 防 団　　部　　長� 村　岡　忠　博
福 島 消 防 団　　副分団長� 澤　田　大　将
福 島 消 防 団　　部　　長� 村　上　孝　史
知 内 消 防 団　　部　　長� 出　口　光　春
木古内消防団　　部　　長� 新井田　良　夫

■渡島西部広域事務組合管理者表彰■
◎賞　　詞（令和５年１月１日受章）
松 前 消 防 団　　団　　員� 扇　野　千　春
知 内 消 防 団　　分 団 長� 仁　尾　千　秋
木古内消防団　　副 団 長� 手　塚　昌　宏

◎賞　　誉（令和５年１月１日受章）
松 前 消 防 団　　班　　長� 堀　川　真　治
松 前 消 防 団　　団　　員� 大　西　裕次郎
松 前 消 防 団　　団　　員� 阿　部　　　亮
福 島 消 防 団　　団　　員� 片　石　祐　斗
福 島 消 防 団　　団　　員� 小　原　隆　志
福 島 消 防 団　　団　　員� 小笠原　直　樹
知 内 消 防 団　　班　　長� 構　口　尚　宏
知 内 消 防 団　　団　　員� 山　本　　　幸
知 内 消 防 団　　団　　員� 笠　松　剛　久
木古内消防団　　団　　員� 工　藤　雅　大
木古内消防団　　団　　員� 吉　川　衆　司
木古内消防団　　団　　員� 船　尾　森　太
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松前消防署

知内消防署

福 島 消 防 署

木古内消防署

12/29　松前消防署・団　歳末警戒

11/27　知内消防団　活動訓練

小型動力ポンプ積載車（1/18 納車） 　 　
配置場所：木古内消防団釜谷機械器具置場

12/28　福島消防団　歳末警戒

1/14　表彰伝達式（消防団員・婦人隊員）

各消防署の活動各消防署の活動各消防署の活動各消防署の活動各消防署の活動


